































































































































年で呼び寄せられたフィリピン系の子どもたち 3名の事例を取り上げる。筆者は 2009 年
に NPO団体の学習支援室で彼女達と出会い、以来 4年間にわたって他の支援者と一緒に週
1～2回、継続的に勉強を教えてきた。2009 年当時、サラが中学 2年生で、アントニオと





ールドノーツを作成した。また、60～120 分程度の半構造的インタビューを 1年に 1～2回、








性別 現在の年齢 渡日年 渡日時年齢 親との別離期間 同居家族の構成
サラ 女 18歳 2006年 11歳 母親と10年 フィリピン人の実母・日本人の
（定時制高校3年生） （小学5年生） 継父・異父姉1人・異父弟2人
ジュディ 女 17歳 2006年 10歳 母親と10年 フィリピン人の実母（日本人の
（通信制高校2年生） （小学4年生） 夫と離婚）・妹1人・異父弟2人
アントニオ 男 17歳 2008年 12歳 母親と8年 日系フィリピン人の実父母






























































































































































































































































































いた。中学 1年の成績は 5段階評価で英語が 5、数学が 4であった。学校適応は順調にみ
えたが、中学 1年の終わりから遅刻や欠席が目立つようになり、中学 2年次には不登校状
態に陥っていた。当時のアントニオは暗い表情で口数も少なくなり、「友達とコミュニケー
























































































































サラ：勉強しているのは自分のためだけじゃないから。I’m studying for myself and for my
family.（自分のためと家族のために勉強している）



















































































































１）文部科学省の 2012 年度統計によると、小中高校段階で日本語が必要な外国人児童生徒は 27,013 人
で、母語別にみると 1 位ポルトガル語（8,848 人）、2 位中国語（5,515 人）、3 位フィリピノ語
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